
国立大学法人の年度評価の概要 
 

 

 

○ 教育研究の特性や運営の自主性・自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上に資する。 

○ 評価に関する一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任を果たす。 

○ 評価に関する作業が法人の過重な負担とならないように留意する。 

○ 各年度における中期計画の実施状況等に基づいて評価を行う。 

○ 評価委員会は、各法人が実績報告書に記載した年度計画の実施状況等に基づき、中期目標・中期計画の達成に向けた業務の進捗状況について

評価を行う。 

 

 

 

○ 主として中期目標の達成に向けた事業の進捗状況を確認する観点から行う。 

○ 法人化を契機として機動的・戦略的な法人運営の実現を図っていくことが重要であり、評価においては財務、組織・人事管理等の業務運営に

関する取組状況を分かりやすく示す。 

○ 教育研究等の質の向上については、その特性に配慮し、専門的な観点からの評価は行わず、事業の外形的・客観的な進捗状況を確認し、特筆

すべき点や遅れている点を示す。 

○ 特色ある取組や運営や教育研究活動を円滑に進めるための様々な工夫についても積極的に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実績報告書において年度計画の記載事項ご

とに事業の実施状況をⅠ～Ⅳの種類により示

し、その判断理由を記載する。 

Ⅳ 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ 年度計画を実施していない 

○ 特記事項として特色ある取組等について自

由に記載する。 

 

 

○ 中期目標・中期計画の達成に向けて、各年度の業務が順調に進

捗しているかについて、年度計画の記載事項ごとに自己評価や計

画設定の妥当性を含めて、総合的に検証する。法人による自己評

価と評価委員会の判断が異なる場合は、その理由等を示す。 

 

 

 

○ 検証を踏まえるとともに、特記事項等も勘案し、４つの大項目

ごとに中期目標・中期計画の達成に向けた業務の進捗状況を次の

５種類により示す。 

・ 「中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況に

ある」（評価委員会が特に認める場合） 

・ 「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる」（す

べてⅣまたはⅢ） 

・ 「中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んで

いる」（ⅣまたはⅢの割合が９割以上） 

・ 「中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている」（Ⅳ

またはⅢの割合が９割未満） 

・ 「中期目標・中期計画の達成のためには重大な改善事項があ

る」（評価委員会が特に認める場合） 

○ 特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

 

 

 

○ 実績報告書において年度計画の記載事項ご

とに、当該計画に係る事業の外形的、客観的な

進捗状況等を記述式により簡潔に記載する。 

○ 特記事項として留意事項、特色ある取組等

について自由に記載する。 

○ 事業の進捗状況を確認する。 

○ 特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

 

 

 

 

○ 業務の実施状況の総括を記載する。 

○ 法人化を契機とする取組を積極的に記載する。 

○ 法人の中期計画の進捗状況全体について記述式により評価する。 

○ 法人化を契機とした改革等の取組について積極的に評価する。 
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